MIIVIOS 
ハン ドル チュ ー ブ 


取扱 説明 書 


この 度 は 、 本 製品 を お 買上 げ い た だ きま し て 誠に あり が と う 
に は 取扱 説明 書 を よく お 読み いた : 


本 製品 を ご 使用 に な : 


W1ooxL500xH20mm 
約 165g 
):1500mm 


ご ざい まし た 。 
き 、 記 載 内 容 に 従っ て 正しく お 使い くだ さい . 


改良 の た め 、 デ ザイ ン ・ 仕 欄 を 一 部 変更 し て いる 場合 が あり ます 。 ご 了承 くだ さい 。 


人 AN 警告 ・ 注 意 婦人 の た め 必ず お 守り くだ さい 。 


絵 表 示 の 意味 ( 絶対 に お こ な わ な いで くだ さい 。 


使用 前 の 警告 ・ 注 意 ・・・・・・・ 

本 較 呈 は 一家 放 用 の フィ ッ ト ネ ス 吾 具 で す 。 運 和 以外 の 目 
的 で は 使用 し な いで くだ さい 。 

本 語 は 1 人 用 で す 。 同時 に 2 人 以上 で 引っ 張っ た り し な い 
で くだ さい 。 事故 の 原因 (に な り ます 。 

本 計 の 使用 は 健康 な 方 を 対象 と し て お り ます 医 作 が 使用 
を 不適 当 と 認め た 方 は 本 製品 を 使用 し な いで くだ さい 。 

次 に 玉 当 する 方 は 必ず 医 作 に 相談 の 上 、 使 用 し て くだ さい 。 

@ 医師 の 洛 基 を 宮 け て いる 方 や 、 特 に 馬 人 の 和 常 を 感じ て いる 方 
知 和 障害 の ある 方 
@ 放 提 の ある 方 
衝 振 し て いる 、 ま た は 衝 尋 の 絡 い の ある 方 

取 行 、 由 管 障 な ど 箇 器 に 障害 を お 持ち の 方 

錠 組 し よう 症 な ど 骨 に 中 常 の ある 方 

必 陸 に 凍害 の ある 方 

ドー ス メ ー カ ー な どの 体内 有志 を 合用 し て いる 方 
@ 下着 を お 持ち の 方 
@ 上 圧 の 方 
@ 内 婦人 、 肝 炎 、 朋 ) な どの 急性 症状 の ある 方 
天性 の 朋 光 の ある 方 
@ リウ マチ 証 、 答 過 、 変 性 較 人 症 な どの 方 
@ 人 去 の 事故 や 疾病 な ど に より 背 租 に 虹 常 の ある 方 や 衣 

が 曲がっ て いる 方 
(人 板 ヘ ルニア 、 和 性 すべ り 主人 定 な ど ) の ある 方 
時 、 礎 、 音 、 手 に し びれ の ある 方 

租 原 りゅう な どの 還 度 の 由 行 際 害 や 血栓 症 の ある 方 
@ リハ ビリ テー ショ ン 目 的 で 使用 され る 方 
@ 上 記 以 外 に 身体 に 大 人 を 成 じ て いる と き 

使用 前 に は 必ず 、 亀 製 、 破 名 な ど が 無い こと を 確認 し て くだ 
さい 。 使用 を 時 ね る と 消 落 し て きま す の で 、 傷 ん で いる 場合 
は 使用 し な いで くだ さい 。 

先 介 の と が っ た も の や 説 和 な 刃物 な ど に は 近づけ な いで くだ 
さい 、 破損 する こと が あり 危険 で す 。 

会 月 前 に は 十分 な 準 人 運動 を お こない 、 身 体 を ほぐし て くだ 
さい . また 、 運 生後 も 同様 に 身体 を ほぐし て くだ さい . 直近 
トレ ー ニ ング され ます と 筋肉 な ど を 佑 め る 原因 に な り ます 。 

本 提 呈 を 改 造 も し く は 付加 し た 状態 で 使用 され た 場合 、 宣 大 
な 事故 を 起こ す お それ が あり ます の で 給 対 に し な いで くだ さ 
KM 


0 ず 指示 に 従っ て くだ さい 。 


使用 中 の 警告 ・ 注 意 ・・・・・・・・・・・・・ 
安全 の た め ピ ビン や ボー ル ペ ン 、 対 交 品 な ど を ポケ ッ ト に 入れ 
た り 、 身 に 付け た まま で の 運動 は 多 対 に し な いで くだ さい 。 

授 動 中 に 身体 や チュ ー ブ が 人 や 壁 、 物 に ぶつ か ら な いよ う 広 
い 張 所 で 使用 し て くだ さい . 

《 紀 ) は 少し 放 れ る 程度 の 運動 量 を 毎日 継 績 し て お こ な う の が 良く 、 
持 な 補 動 は 打 肉 を 作 め る ば か りか 、 宣 果 も 少な く な り ます 。 

⑩ 下記 の よう な 症状 が 出 た と き は 、 運動 を 中 止 し て くだ さい 。 
【 め まい 、 ふち つき 、 冷や汗 、 時 気心 哲 の 乱れ 、 動 公 、 内 の 
大 、 け いれ ん 、 且 ・ 各 の 論 み 、 販 気 、 そ の 他 心 の 用 

⑩ トレ ー ニ ング を 続け て お こ な う と 、 足 指 に 負担 が か か り 、 褒 
みや ケガ の 原因 に な り ます 。 各 トレ ー ニ ング は 無理 の な い 鍋 
団 で お と な っ て くだ さい 。 
0 拓 光 が 謝 いと 感じ た 時 や 長 時 間 の 使用 は お 控え くだ さい - 
信康 の た め 、 人 直後 は 運動 を 選 け て くだ さい 。 ま た 、 飲 食 や 
了 症 を し な が ら や 學 後 の 運動 は お こ な わ な いで くだ さい - 
0 代 者 の 方 は 小さ な お 子 様 が 本 製品 を 具 と し て 使用 し な い 
よう 十分 注意 し て くだ さい 。 

人 本 放 は 必 で 使用 し て くだ さい 。 作 みや 全 抽 の 原因 に な り ま す 。 

火気 ・ 身 具 の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 

⑩ 全 提 中 は グリ ッ プ を 手 で し っ か り 握り 、 リ ング か ら 足 が 外れ 
な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

J 伸長 制限 (1500mm) 以上 に チュ ー ブ を 引っ 張ら な いで く 
だ さい 。 倍 用 中 に 破損 する お それ が あり 大 朗 危 険 で す 。 

の 加 に な り ま す の で 、 方向 に は 引っ 張ら な 
いで くだ さい 。 


お 手入れ ・ 保 管 に つい て の 警告 ・ 注 意 ・・・・・ 

⑩ 本 根 呈 を 岳 に わた く た め 、 定期 的 に 汚れ 
な ど を 拭き 取っ て くだ さい 。 そ の 際 、 シ ジン ナー 系 や 本 系 の 強 
い 洗剤 で の お 手入れ は 各 け て くだ さい 

0 人 場所 は 本 製品 で つま ず か な いよ うな 場所 に 汗 き 、 特 に 小 
さ な お 子 様 が 勝 手 般 る こと の な いよ う 、 必 要 に 応じ て 栖 包 
な ど を 施し て くだ さい 。 

⑩ 計時 日 光 の 当たる 場所 や 屋外 、 衣 ・ 多 当 、 
場所 は 避け 、 乾 燥 し た 場所 に 保管 し て くだ さ 

万 一 、 政 障 その他 の トラ ブル が 発生 し た 場合 に は 、 昧 社 カス 
タマ ー サ ービス 委 ま で お 問い 合わ せく だ さい 、 

0 授 和 和紀 され 、 再 び 使用 され る 場合 は 、 醒 の 区 告 及び 
太 事項 を 再 大 の 上 、 使 用 し て くだ さい 。 ま た 、 長期 間 使 用 
され て いな い 場 合 で も 劣化 な ど が 予想 され ます の で 、 本 午 の 
革 千 及び 注意 事項 を 確認 し 、 異 常 が な いこ と を 確か め て か ら 
使用 し て くだ さい . 

0 時 人 難 の た め 、 廃 可 す る 場合 は 各自 治 体 の 取り 決め に 従っ 
て くだ さい - 


コリ な ど が 多い 


sngac の の 


愉し も イ つ ココ 株 式 会 社 


左記 以外 受付 


FAX : 072-678-6410 | 較 有 攻 准 


フィ ッ ト ネ ス 事 業 部 カス タマ ー サ ービス 課 Email: fcs-syuuri@alinco.coJjp | 國 泊 回 
フリ ー タ イヤ ル [ 介 0120-30-4515 | 58 計 EmWegy3e が ct | | 半 
受付 時 間 10:00<12:00、13:00<16:00 上" 日 ・ 祝 時 日 、 革 社 休日 を 除く ) 承 く だ さい 。 


Ver10 FNUFFN- 


製品 は 、 チ ュー ブ の 弾性 を 利用 し な が ら 手 経 に トレ ー ニ ング や スト レッ チ が で きる フィ ッ ト ネ スグ ッ ズ で す 。 
自分 で 負荷 を 調節 し な が ら 安 全 に エク ササ イズ で きる の で 、 運 動 に 慎 れ て いな い 方 も 安心 し て 運動 に 取り 細 め ます 。 


IMVS302P | MVS302G | MVS302A | | 本 マ ニュ アル 載り エク ササ イズ は 、 舟 な 方 の た め の 一 役 的 な も の で す 。 
ララ ド フーF 疾 吉 や ケガ 後 の 衣 回復 の た め の り ハ ビリ に ご 祭 用 きる 方 は 、 位 用 和 

久 ず 衝 全 に 相談 し て くだ さい 。 また 。 エ クサ サイ ズ 中 に 気分 が 若く な っ た 
約 9te 約 15ka り 、 身体 に 半 間 を 和 5 上 合用 を 中 目 し て くだ さい 。 


日 有 腹 の スト レッ チ 日 肩 ・ 背 中 の スト レッ チ 
ヽ ⑨③ チ ュー プ を 岳 手 で 持ち 、 : 
まっ す で 頼 上 に 伸ばし 


@/ ます / ミサ 


⑨③ チ ュー ブ を 両手 で 持ち 、 
渦 まっ す で 預 上 に 伸ばし 


⑨ チ ュー プ を 移 の 前 で 持ち 、 ぐ チ ュー プ ^ 林 和 で 半 ち 、 
肝 を 件 ピ し ます 。 まっ す で 上 に 便 ば し 
の チュ ー プ の 人 下 を 保っ た 由衣 
まま 、 布 を に 広げ を 作 ば し た まま 、 本 手 
まれ だ ね に 広 け ます 。 


〇 大 足 で チュ ー プ を 害し 、 ① チ ュー ブ 仙人 の 徐 る で 両手 
在 手 で ハン ドル を 押 り | で 持ち 、 語 を 下る し ます 
ます の 時 を 億 ば し た まま 、 両手 

G 肝 を 件 ば し た まま 、 真 人 を 左右 に 広げ ます 、 
に 肢 を 引き 上 げ ます 。 

行い ます 


り チュ ー プ 所 体 の 後ろ で ⑨ テ チューブ を 頭 の 後ろ で 
用 で 持ち ます 。 本 で 持ち 、 肝 を 肩 の 
の あの チ ュー ブ は 困 定 し た 上 位置 まで 上 げ ます 。 
まま 、 右 手 の チ ュー ブ を 9 時 の 帝 き を 国定 し たま ま 
杏 上 に まっ す で 引 き 上 げ 二 F を に 広げ ま す 。 
ます 。 下り 


③ テ ュー ブ を 衝 中 に 回 し て ① 只 に 座り チュ ー ブ を 
馬 を 隊 ゆ 、 肝 を 曲げ た | 足 で 還 ま し て な で 
せ 置 で 両手 で 府 り ます 。 ン に バン ドル を 控 り ます 、 

② 末 を まっ すぐ 前 に 件 ば の ② 肝 邊 木 も も で 回 定 し 、 
し ます 。 M 肌 を 時 げ ます 。 

生ま す 。 


地面 に 座っ て テ ュ ー プ を 5 足 に チュ ー プ を 引導 け 
押 り 、 チ ュー プ の 中 分 


し < 人 FPSAY と 3 
5 に 。 ②⑳ テ チュ ー プ を 伸ばす よう に  ② 右 手 で チュ ー ブ を 固定 し 


EE ながら を ば し たま 中 4 修 へ 儲 ば 
この まま 和夫 を 人 お ます し ます 。 生ま 


必ず 件 限 の 夫 で 人 用 し て くだ さい 。 体格 に よっ て は 運動 の 細 四 が 制限 され る こと が あり ます 。 


チュ ー プ を で 血 定 する 場合 は 、 チ ュー ブ が 足 か ら 外れ な いよ う 二 分 注意 し て くだ さい 。 
で ルト や 束 等 の 硬い る の と チュ ー ブ が 畠 れ な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 


